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研究成果の概要（和文）：思知LightをWebシステム化し，信念対立事例を蓄積する仕組みを組み入れた．これら
は信念対立解明フレーム上に備えられオントロジーとして定義された問いとそれへの自己内対話のペアとなるよ
う構造化され，事例蓄積による教材データベースと活用できるよう思考促進概念にもとづく検索機能を備えた．

他ドメインへの展開として，信念を揺さぶる問いを研究実施文脈で システムから出力する機能を実装した．よ
り具体的には，過去の自分の思考を振り返る問い，今考えていることの将来の自分の思考への影響の検討を促す
こと で，現在・過去の自己の思考を再吟味させる問いの生成機能を備えた．これを約1年にわたり長期運用し有
用性を確認した

研究成果の概要（英文）：  We developed a web version of the system ‘Sizhi Light’ and accumulate 
belief conflict cases. These are structured so as to be a pair of questions defined as an ontology 
on the belief conflict resolution frame and internal self-dialoue to it, and equipped with a search 
function based on a thinking promotion concept so that it can be utilized as a teaching material 
database by accumulating cases
  As a confirmation of generality of the framework over other domains, we implemented a function to 
output inquires from the system in performing ones’ research contexts, shaking our beliefs. More 
specifically, we ask inquires to reflect on ones’ thoughts of the past, and prompt investigation of
 the influence of what we are thinking in the future on our own thinking, thereby generating an 
inquiry to reexamine the present and previous thoughts of the past It has a function. We have 
conducted a long-term practice over a year and confirmed its usefulness.

研究分野： 教育システム情報学

キーワード： 信念対立解明アプローチ
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１．研究開始当初の背景 
学習科学分野では，論理的思考力，コミュ

ニケーション力の源泉としてのメタ認知ス
キルの重要性が再認識されている．自分の思
考と他者の思考を俯瞰し，相対化して客観的
に捉えるメタ認知スキルが互いの立場を尊
重した創造的思考に必須であることの再認
識である．異文化間コミュニケーションに注
目した社会心理学分野の欧米の研究では，地
球規模でグローバル化した世界を牽引する
次世代リーダー育成のためには，異文化理解
の思考法を鍛錬することの重要性が共有さ
れつつある． 
代表者らは，重要性が認識されているもの

の効果的な訓練が難しいとされるメタ認知
スキル育成のための思考外化ツールとそれ
を用いた知識共創教育を専門知識を有しな
い大学初年次生と高度専門職である医療従
事者を対象に実践してきた．この結果，専門
知識の有無に依らず，適切な課題設定の下で
議論に先立って自己内対話プロセスを顕在
化させ熟慮を促すことにより，議論を通じて
メタ認知スキルを効果的に構成できること
がわかってきた．京極は，互いに疑義の余地
を持たないことに起因する信念対立の構造
が成立する原理を現象，志向相関性，構造の
関係を明らかにした上で，哲学的実践方法論
として理論化している．そして，信念対立が
激しい医療現場でその有用性を確認するに
至っている．異文化理解においても，自分の
思考の前提に閉じこもり相手の思考の前提
を受容しない構造は，信念対立の内実は異な
っても，この構造は共通であると考えられる
ため，上述の知見を総合することで，異文化
を理解する態度の醸造とそれに基づく交流
力の熟達化支援にも適用可能であると考え
られ，異文化理解の思考法の構成を促す教育
プログラムを策定するに至った． 

 
２．研究の目的 
上記の背景を踏まえ，以下の 3 点を明らかに
することを具体的な目的とした． 
目標 1) 異文化交流力の育成に資する思考促
進概念をオントロジーとして明らかにする． 

目標 2) 異文化交流力としての英語議論力育
成プログラムを明らかにする． 

目標 3) 異文化交流への意識の差異とプログ
ラム実施による変容を明らかにする． 

 
３．研究の方法 
(1) 異文化交流促進オントロジーの開発とツ
ールへの組み入れ：信念対立解明アプローチ
を基礎にして，自身の疑義の余地なき信念を
一旦反故にし，異文化理解へ意識を向けるこ
とを促進する異文化理解促進オントロジー
を開発する．外国人と議論する際は，例えば
「何がきっかけにそのような感心を持つよ
うになったのだろうか？」「自分・他人の関
心から考えて，他に価値が見いだされること
がないか？」「背後にある道徳観はなんだろ

う？」といった問いとこれに答える自己内対
話の活性化が肝要となる．加えて，文化的背
景・価値観の違いを受容して相手の考えを理
解し，自分の考えを位置づけて伝える能力が
必要となる．自国の同じ道徳観を前提とした
議論では必ずしも必要とされないこのよう
な思考の拡がり・深まりのきっかけとなる"
自らへの問いかけ”を促す思考促進概念を明
らかにする． 
 
(2) 異文化交流力育成ワークショップを実
施する．異文化理解へ思考を向けることの
気づきを促す 3 ステップからなる学習プロ
セスを実施する． 
 
(3)議論プロトコルの変化と思知での記述お
よび質問紙の内容に基づいて，オントロジー
と教育プログラムを評価，改善する．バージ
ョンアップした教育プログラムを実施する． 
 
(4)良好な結果が得られた場合には，本研究の
方法論を他のドメインに適用しフレームワ
ークの汎用性を広げていく． 
 
４．研究成果 

信念対立解明アプローチを基礎にして，自
身の疑義の余地なき信念を一旦反故にし，異
文化理解へ意識を向けることを促進する異
文化理解促進オントロジーを開発した． 

これをシステムに組み入れ疑義の余地な
き信念に対して自問自答し，異なる信念に根
ざす考え方を受け入れ理解する作用を確認
した．議論に先立ってこれを行うことで創造
的議論に至る確度が高まることが示唆され
た．そして，上述の成果を他ドメインに適用
した．具体的には，異文化理解を対象とした
自己内対話の鍛錬プロセスは，研究活動にお
ける批判的思考におけるそれと類型性を有
することから，研究活動サイクル支援システ
ムと連携させることで，これまで得られた知
見の新しい分野への展開可能性について検
討した． 

研究活動ドメインにおける活動を「メタ認
知活動」「認知活動」「行動」に分類する形で
体系化し，体系化した概念に信念対立解明ア
プローチの思想を踏襲する形でこれまで整
理した概念を関連付けた．そして，バーバラ
ミントのピラミッド原則に準ずる思考の可
視化環境において，信念を揺さぶる問いを研
究実施文脈でシステムから出力する機能を
実装した．より具体的には，過去の自分の思
考を振り返る問い，今考えていることの将来
の自分の思考への影響の検討を促すこと        
で，現在・過去の自己の思考を再吟味させる
問いの生成機能を備えた．これを約 1年にわ
たり長期運用し有用性を確認した．実装した
システムは他大学の複数の研究室において
利用してもらい，有用性を確認した． 
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